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厚
労
省
の
中
央
最
賃
審
議
会

は
７
月
３
１
日
、
２
０
１
９
年
度
の

最
賃
改
定
の
目
安
を
全
国
平
均

２
７
円
引
き
上
げ
て
９
０
１
円
、

東
京
は
２
８
円
上
が
っ
て
１
０
１
３

円
、
神
奈
川
２
８
円
上
が
っ
て
１

０
１
１
円
、
埼
玉
２
８
円
上
が
っ
て

９
２
６
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

相
変
わ
ら
ず 

先
進
国
で
最
低
の
金
額 

全
労
連
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
単
身
者
が
自
立
し
た
生
活

を
す
る
場
合
に
東
京
や
地
方
で

も
月
額
最
低
２
３
万
円
以
上
、

時
給
に
す
る
と
１
５
０
０
円
以
上

と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の

金
額
に
遠
く
及
ば
な
い
今
回
の

金
額
は
こ
う
し
た
実
態
を
み
て
い

な
い
も
の
で
す
。
日
本
の
最
低
賃

金
は
先
進
国
で
最
低
で
す
。
他
の

先
進
国
で
は
時
給
１
２
０
０
円
が

当
た
り
前
で
あ
り
、
日
本
の
経
済

力
か
ら
す
れ
ば
１
２
０
０
円
以
上

は
可
能
で
す
。
政
府
が
他
国
で
や

っ
て
い
る
よ
う
な
中
小
企
業
対
策

を
行
え
ば
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
金
額
は
全
国
一
律
に

し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
声
を
無

視
し
、
東
京
と
鹿
児
島
の
格
差

を
２
２
６
円
に
広
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
間
格
差
を
拡
大
し

て
い
く
も
の
で
到
底
容
認
で
き

ま
せ
ん
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
も 

意
見
書
を
提
出 

今
後
は
こ
の
目
安
額
を
基
本

に
し
て
地
方
審
議
会
で
最
終
的

な
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本
は
、
都
の
審

議
会
に
２
０
１
９
年
春
闘
ア
ン 

全国一律で最低賃金の引き上げを 
 

 
 

ケ
ー
ト
の
結
果
と
、
単
身
で
生
活

し
て
い
る
非
正
規
社
員
の
生
活
に

ふ
れ
な
が
ら
、
「
東
京
で
早
期
に

時
給
１
５
０
０
円
を
求
め
る
」
意

見
書
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
地

方
審
議
会
が
中
央
の
目
安
額
以

上
の
時
給
を
出
さ
せ
る
よ
う
運

動
を
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

    
 

   

７月３０日、２０１９年の最低賃金を決める中央

審議会が行われた中野サンプラザ前で「最低

賃金引き上げで内需の拡大を」「全国一律の時

給にせよ。地域間格差をなくせ」等を求める宣

伝を行いました。猛暑で大変でしたが、その暑

さに負けない訴えを行ってきました。 

 


